
炎
の
み
ぎ
り
、
同
窓
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
祥
の
事
と
存
じ
ま
す
。
平
素
は
瓜
生

山
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
開
学
30
年
を
迎
え
た
京
都
造
形

芸
術
大
学
は
、
新
た
な
30
年
、
さ
ら
に
そ

の
未
来
に
向
け
て
着
実
に
進
化
と
深
化

を
続
け
て
い
ま
す
。
瓜
生
山
同
窓
会
も

決
意
を
新
た
に
し
て
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

瓜
生
山
30
年
の
歴
史
の
ど
の
時
代
に

お
い
て
も
、
そ
こ
に
生
き
、
肌
で
空
気
を

感
じ
た
者
に
し
か
分
か
ら
ぬ「
熱
い
瓜
生

山
」が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
京
都
芸

術
短
期
大
学
開
学
時
、マ
グ
マ
の
よ
う
な

パ
ワ
ー
を
秘
め
て
い
た
黎
明
期
の
瓜
生
山

に
過
ご
し
た
先
輩
方
。
私
の
よ
う
に
四

年
制
創
設
時
の
混
沌
と
希
望
に
あ
ふ
れ

た
時
代
を
過
ご
し
た
者
た
ち
。
そ
し
て

2008
年
現
在
、
最
先
端
の
設
備
と
さ
ら
に

厚
み
を
増
し
た
教
員
の
先
生
方
に
囲
ま

れ
、30
年
変
わ
ら
ぬ
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
現
役
学

生
。
そ
し
て
、
各
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
保
ち
つ
つ
も
瓜
生
山
の
風
を
感
じ
な

が
ら
制
作
に
打
ち
込
め
た
通
信
教
育
部

残

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
京
都
芸
術
短
期
大
学
　
瓜
生
山
同
窓
会
会
報

編
集
・
発
行
：
瓜
生
山
同
窓
会
事
務
局　

〒
６
０
６
‐
８
２
７
１　

京
都
市
左
京
区
北
白
川
瓜
生
山
2
‐
１
１
６

http://uridou.jp
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会
長
か
ら
の

ご
あ
い
さ
つ

の
皆
さ
ん
も
そ
う
で
し
ょ
う
。「
私
の
知

ら
な
い
瓜
生
山
」を
知
っ
て
い
る
全
て
の

皆
さ
ん
を
、
今
更
な
が
ら
に
と
て
も
羨

ま
し
く
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
大
綱
で
は
、
設
立
10

年
で
独
立
し
た
自
立
組
織
の
確
立
を
目

指
し
て
お
り
、7
年
目
以
降
は
プ
レ
稼
動

と
し
て
最
後
の
実
験
期
間
と
定
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
年
で
活
動
7
年
目
。
お

お
っ
と
、
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
で
す
ね
！　

今
年
は
何
か
い
い
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

い
や
、
自
分
達
で

起
こ
し
ま
し
ょ
う
よ
。
瓜
生
山
同
窓
会

は
、
ま
さ
に
瓜
生
山
の
全
て
の
時
代
の

生
き
証
人
、
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
歴
史

を
生
み
出
し
て
き
た
志
士
で
構
成
さ
れ

た
組
織
で
す
。
面
白
い
こ
と
、
楽
し
い
こ

と
、
素
敵
な
こ
と
を
生
み
出
す
パ
ワ
ー
に

か
け
て
は
皆
さ
ん
文
句
な
し
の
実
力
を

お
持
ち
の
は
ず
で
す
。
こ
の
瓜
生
山
を
巨

大
な
実
験
場
に
す
る
つ
も
り
で
、
何
か

派
手
に
や
ら
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

瓜
生
山
同
窓
会
は
、「
何
か
や
っ
て
や

ろ
う
！
」と
い
う
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
熱

い
志
を
、ス
タ
ッ
フ
を
挙
げ
て
全
力
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年

も
皆
様
に
最
高
の
幸
せ
と
笑
顔
が
訪
れ

ま
す
よ
う
に
！

瓜
生
山
同
窓
会　

会
長　

菱
田
太
郎

南
棟
が
改
修
工
事

を
終
え
、
新
校
舎

「
至
誠
館
」
完
成
！

　

南
棟
の
改
修
工
事
が
完
了

し
、
新
校
舎「
至
誠
館
」が
完

成
い
た
し
ま
し
た
！　

大
学

で
ぜ
ひ
ご
確
認
下
さ
い
！



第
4
回

東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

拝
啓　

猛
暑
の
候
、
卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
日
ご
ろ
は
、
当
会
の
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜

り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
東
京
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
左
記
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
約
一
三
〇
〇
人

を
超
え
る
関
東
在
住
の
卒
業
生
を
対
象
に
、コ
ミ
ュニ
ティ

の
場
の
提
供
を
と
考
え
、２
０
０
５
年
東
京
支
部
が
支

部
事
業
と
し
て
開
催
。
毎
年
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
第
４
回
と
な
る
今
回
は
、
本
学
卒
業
生
の

書
家 

吉
田
直
未
氏
と
学
外
よ
り
ハ
ー
プ
奏
者
木
村
林
太

郎
氏
を
招
い
て
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
な
い
ま
す
。

　

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

敬 

具 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
8
月
吉
日

	

瓜
生
山
同
窓
会	

会 　

長	

菱
田
太
郎

	

東
京
支
部
長	

巾　

岳
志

〇
仙
台

２
０
０
８
年
11
月
3
日（
月
祝
）

内　
　

容
：	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
懇
親
会

会　
　

場
：	

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

参
加
教
員
：	

中
原
史
雄（
洋
画
）

	

山
河
全（
洋
画
）

〇
金
沢

２
０
０
８
年
11
月
29
日（
土
）

内　
　

容
：	

金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
市
内

の
ア
ト
リ
エ
・
工
房
を
巡
る

講
座
・
懇
親
会

会　
　

場
：	

金
沢
市
内
手
配
予
定

参
加
教
員
：	

松
井
利
夫（
芸
術
環
境
研
究
）

	

大
西
宏
志（
ア
ニ
メ
）

〇
広
島

２
０
０
８
年
11
月
30
日（
日
）

内　
　

容
：	

２
０
０
７
年
度
学
生
創
作
研

究
助
成
金
制
度
の
報
告
会
・

懇
親
会

会　
　

場
：	

卑
弥
呼
蔵（
広
島
県
三
次
市
）

参
加
教
員
：	

上
田
篤（
空
Ｄ
）

	

植
南
草
一
郎（
建
Ｄ
）

※
詳
し
い
内
容
等
が
決
ま
り
次
第
、
瓜
生

山
同
窓
会
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

※
各
地
域
の
周
辺
の
皆
様
に
は
、10
月
に
ハ

ガ
キ
で
も
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
懇
親
会
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

２
０
０
８
年
度

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会

開
催
予
定

∧
東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
∨

日
時
：	

２
０
０
8
年
9
月
15
日（
月
）午
後
1
時
〜
4
時
30
分　

会
場
：	

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
2F K

FC
 H
all 2nd

	

〒
１
３
０
‐
０
０
１
５　

東
京
都
墨
田
区
横
網
一
丁
目
６
番

１
号（
第
一
ホ
テ
ル
同
ビ
ル
）

	

［
地
下
鉄
］都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線「
両
国
駅
」A1
出
入
口
に
直
結
。

	

［
JR
］JR
中
央
・
総
武
線「
両
国
駅
」東
口
よ
り
徒
歩
約
6
分
。

	

東
口
改
札
よ
り
線
路
沿
い
を
千
葉
方
面
へ
向
か
い
、
突
き
当

た
り
大
通
り
を
左
折
し
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
、
約
２
０
０
ｍ
先

左
手
25
階
建
て
ビ
ル
。

参
加
費
：	

５
０
０
円

記

拝
啓　

暑
さ
厳
し
き
折
か
ら
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
盛
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
０
８
年
１
月
に
瓜

生
山
同
窓
会
九
州
支
部
が
発
足

い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、
九
州
・
沖
縄
・
山
口
在
住
の

同
窓
生
、
将
来
の
会
員
で
あ
る

在
学
生
を
対
象
と
す
る
、
九
州

大
同
窓
会
を
下
記
の
日
程
に
て

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
よ
り
先
生
方
を
お
招
き
し

て
、
講
演
会
、
懇
親
会
を
お
こ
な

い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
。

敬
具

日　

時
：	

２
０
０
８
年
9
月
13
日（
土
）

	

12
時
40
分
開
演（
受
付
12
時
20
分
〜
）

開　

会
：	

12
時
40
分
よ
り

第
一
部　

講
演
会　

12
時
50
分—

14
時
10
分

講　

師
：	

小
川
後
楽
先
生（
本
学
教
授
・
煎
茶
小
川
流
家
元
）

テ
ー
マ
：	

茶
の
文
化
史（
仮
）

第
二
部　

	

懇
親
会　

14
時
30
分—

16
時
30
分

　
　
　
　

	

招
待
教
員　

大
石
義
一
先
生
、
山
河
尊
志
先
生

場　

所
：	

福
岡
天
神
大
丸
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
７
階 

会
議
室
Ⅰ
・
Ⅱ

参
加
費
：	

会
員	

５
０
０
円（
た
だ
し
事
前
に
出
席
の
返
信
が
あ
っ
た
会
員
に
限
り
ま
す
）

二
次
会
：	

17
時
00
分—

19
時
00
分

店　

名
：	

酔す
い
と
う灯
屋や 

天て
ん
じ
ん
べ
っ
か
ん

神
別
館　

０
９
２
‐７
２
４
‐
２
９
０
１

場　

所
：	

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
‐
12
‐
3

	

木
村
家
ビ
ル
9F

エ
ル
ガ
ー
ラ
よ
り
徒
歩
５
分
程
度
。
地
下
鉄
空
港
線
天
神
駅
11
番
出

口
す
ぐ
明
治
通
り
沿
い
、西
銀
Ａ
Ｔ
Ｍ
隣
り
、１
階
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
プ

ロ
ン
ト
）の
ビ
ル

参
加
費
：
３
５
０
０
円
（
飲
み
放
題
付
）

　

申
し
込
み
希
望
者
は
同
封
の
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
か
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
な
お
、
台
風
、
大
雨
、
地
震
等
の
天
変
地
異

及
び
会
場
へ
の
交
通
手
段
の
運
行
が
突
然
中
止
さ
れ
た
場
合
は
、

事
前
の
通
知
な
し
に
中
止
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
芸
術
活
動
に
励
ん
で
い
た
の
に
、
社
会
人
に
な
る
と
い
つ
の
間
に
か
、
忙
し
さ
な
ど
で
、

創
作
活
動
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
表
現
衝
動
が
薄
れ
す
る
の
は
、
本
人
の
せ
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自

然
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

折
角
、
母
校
で
学
び
身
に
付
け
た「
芸
術
」を
継
続
し
、
又
再
び
研
鑽
や
交
流
の
場
に
し
よ
う
と
、
北

海
道
支
部
で
は
芸
術
か
ら
離
れ
て
い
る
方
は
自
然
体
に
負
け
ず「
是
非
復
活
」し
て
頂
き
た
く
、毎
年「
Ｏ

Ｂ
展
」開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
評
会・懇
親
会
に
懐
か
し
い
教
授
を
多
数
お
迎
え
し
ま
す
の
で
、出
品
者
以
外
の
同
窓
生
の
ご
参
加
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
期
：
11
月
17
日
〜
22
日　

京
都
造
形
芸
術
大
学
Ｏ
Ｂ「N

ノ
ー
ス
・
カ
オ
ス

orth_K
haos

展
」

を
札
幌
時
計
台
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。　

講
評
会
・
懇
親
会
は
21
日（
金
）の
予
定
。

九
州
大
同
窓
会
開
催
の
ご
案
内

北
海
道
支
部
便
り



2008 年度（平成 20年度）　瓜生山同窓会　予算書（案）

2008年度予算 2007年度予算 備　　考

22,500,000 2008年度通信3,900,000円（130名）＋
2008年度通学部卒業者18,600,000円（620名）

135,988,201 120,805,675
158,488,201 143,725,675

470,000 1,000,000

1,500,000 1,200,000

1,200,000 会報制作、印刷費

2,500,000 1,500,000 会報誌郵送、会報誌発送ラベリング、封入、送付状印刷等＋保護シ－ル

800,000

同窓会本部事業費
(Web同窓会費） 2,500,000

700,000

2,000,000 ＴＣＮ関連及び、東京同窓会を含めて北海道・愛
知・広島・静岡等の５支部の活動活発化を想定

750,000 キャラバン同窓会等

650,000 従来通りの分科会申請

6,700,000
30,000
400,000

500,000
700,000 設備費を含む

13,500,000 15,200,000
400,000

22,920,000

500,000

800,000

5,000,000

2,000,000

500,000

650,000

9,650,000
50,000
400,000

2008年度予算 2007年度予算 備　　考

平
成
19
年

4
月
13
日	

東
京
支
部
18
年
度
Ｔ
Ｃ
Ｎ

反
省
会

4
月
15
日	

幹
事
会

5
月
30
日	

Web
同
リ
ニュ
ー
ア
ル・
サ
ー
バ

移
転
打
合
せ

6
月
3
日	

東
京
支
部
会
議

6
月
4
日	

Web
リ
ニュ
ー
ア
ル
3
社
と
の

打
合
せ

6
月
11
日	

役
員
会

7
月
18
日	

東
京
支
部
会
議

7
月
24
日	

役
員
会

7
月
27
日	

キ
ャ
ラ
バン
同
窓
会
打
ち
合
せ

7
月
28
日	
東
京
支
部
会
議

7
月
30
日	
東
京
支
部
会
議

7
月
31
日	
東
京
支
部
会
議

8
月
1
日	

東
京
支
部
会
議

8
月
4
日	

東
京
支
部
会
議

8
月
25
日	

東
京
支
部
会
議

8
月
29
日	

「
東
京
大
同
窓
会
」卒
業
生

ア
ー
ティ
ス
ト・
当
日
の
段

取
り
等
／
瓜
同
ウ
ェ
ブ　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル・
サ
ー
バ
移

転
：
サ
イ
ト
構
成
等
、
発

注
書
への
サ
イ
ン

9
月
2
日	

東
京
支
部
会
議

9
月
9
日	

東
京
支
部
会
議

9
月
18
日	

東
京
支
部
会
議

10
月
27
日	

総
会
開
催

11
月
3
日	

静
岡
支
部
事
業
開
催

11
月
4
日	

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会　

福

岡
会
場

11
月
18
日	

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会　

北

海
道
会
場

11
月
25
日	

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会　

名

古
屋
会
場

平
成
20
年

3
月
22
日	

中
間
報
告
会
開
催

平
成
19
年
度
　事
業
報
告 

11
月
中
旬	［
基
］中
間
決
算
お
よ
び
中

間
監
査
実
施

11
月
21
日（
金
）［
支
］北
海
道
同
窓
会

11
月
29
日（
土
）［
特
］キ
ャ
ラ
バ
ン
同

窓
会in

金
沢

11
月
30
日（
日
）［
特
］キ
ャ
ラ
バ
ン
同

窓
会in

広
島

12
月	

［
基
］中
間
報
告
会
開
催

平
成
21
年

3
月
上
旬	［
基
］平
成
21
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
案
会
議

4
月
下
旬	［
基
］平
成
20
年
度
仮
決

算
及
び
監
査
実
施

本
部
事
業
…
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
で
あ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
確

立
。
ま
た
こ
こ
数
年
か
け
て
培
っ
て
き

た
支
部
単
独
事
業
が
東
京
以
外
の
支

部
で
も
始
動
し
は
じ
め
る
こ
と
に
伴

い
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
支
部
へ
の

サ
ポ
ー
ト
に
重
点
を
置
く
。

支
部
事
業
…
各
地
で
発
足
し
た
中
で

も
活
発
か
つ
運
営
可
能
と
み
な
し
た

４
支
部
の
個
性
を
生
か
し
た
企
画
を

重
視
し
開
催
す
る
。
ま
た
支
部
の
な

い
地
区
で
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会
を

開
催
し
、
必
要
に
応
じ
て
設
置
を
検

討
。
支
部
事
業
の
企
画
の
提
出
の
な

い
支
部
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
開
催
し

な
い
が
、
支
部
同
士
の
情
報
交
換
の

場
を
提
供
し
て
い
く
予
定
。

そ
の
他
…
…
役
員
会
、
幹
事
会
開
催

適
宜
。
会
則
改
定
。
定
期
的
に
Ｗ
ｅ

ｂ
更
新
作
業
（
事
業
告
知
、
展
覧
会

情
報
等
）。
分
科
会
（
現
在
舞
台
映

像
分
野
の
み
。
申
請
随
時
受
付
。）

Ｏ
Ｂ
展
等
の
会
員
援
助
事
業
。
等

平
成
20
年

7
月
初
旬	［
基
］総
会
告
知
郵
送

7
月
上
旬	［
基
］平
成
19
年
度（
仮
）

決
算
お
よ
び
監
査

7
月
21
日（
月
・
祝
）

	

［
基
］総
会
開
催

8
月
中
旬	［
基
］会
報
誌
発
行
お
よ
び

九
州
支
部
・
東
京
支
部
事

業
の
告
知
郵
送

9
月
13
日（
土
）［
支
］九
州
同
窓
会
開
催

9
月
15
日（
月
・
祝
）［
支
］東
京
コ
ミ
ュ

ニ
ティ
ネ
ッ
ト

10
月
初
旬	［
基
］静
岡
支
部
・
北
海
道

支
部
事
業
の
告
知
郵
送

11
月
3
日（
月
・
祝
）

	

［
特
］キ
ャ
ラ
バ

ン
同
窓
会in

仙
台

11
月
16
日（
日
）［
支
］静
岡
支
部
事
業

開
催

11
月
17
〜
22
日（
土
）「N

orth

（
ノ
ー

ス
）_K

haos

（
カ
オ
ス
）」

（
卒
業
生
作
品
）展2008　

in　

札
幌
開
催

2007 年度（平成 19年度）　瓜生山同窓会　決算書（案）

考　　備績実算予

22,920,000 23,610,000

214,472
36,400
9,100

120,805,675 120,805,675
143,725,675 144,675,647

考　　備績実算予
1,000,000 136,000
1,200,000

500,000
1,500,000 1,245,687

800,000
Web同窓会費 5,000,000 2,128,676

700,000 716,220
2,000,000
500,000
650,000 162,185

9,650,000
50,000
400,000 322,168
500,000
400,000

15,200,000
128,525,675 135,988,201

144,675,647
次年度繰越金

支出合計

477,383
1,492,191

623,000

989,237
386,749

5,006,067
7,950

0
0

8,687,446

143,725,675

　　　監査報告
各項目の監査の結果、正確であることを認証する

監査 松居　朋樹2008年7月8日

■
平
成
20
年
度 

事
業
計
画
案
お
よ
び
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
案
）

［
基
］
＝
基
本
事
業 

／
［
特
］
＝
特
別
事
業 

／
［
支
］
＝
支
部
事
業

平成 19 年度　瓜生山同窓会　決算書

平成 20 年度　瓜生山同窓会　予算書

平
成
20
年
度
　事
業
計
画
及
び
予
算
案

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会
報
告

例
年
よ
り
も
少
な
い
３
都
市
で
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
が
、
各
開
催
地
で
今
後
の
地
域
活
動
に
つ
な
が
る
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。（
福
岡
：
山
下
／
北
海
道
：
早

野
／
名
古
屋
：
山
下
）

【
１
】福
岡
会
場

11
月
4
日（
日
）
　

福
岡
交
通
セ
ン
タ
ー

【
公
開
講
座
】「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
肖
像—

—

そ
の
ミ
ッ
シ

ン
グ
・
リ
ン
ク
」　

講
師
：
水
野
千
依（
芸
術
学
コ
ー
ス/
大
学
院
芸
術
環

境
研
究
領
域
教
員
）

【
懇
親
会
】参
加
教
員
：
水
野
千
依（
芸
術
学
コ
ー
ス
）・

大
沼
憲
昭（
日
本
画
コ
ー
ス
）・植
南
草
一
郎（
建
築
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
）・中
山
和
也（
情
報
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）

・
懇
親
会
で
は
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
日
本
画
コ
ー

ス
の
大
沼
先
生
の
ミ
ニ
講
評
会
状
態
に
な
る
な
ど
、

和
や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
後
の
２
次

会
で
は
、
今
後
の
九
州
地
区
の
同
窓
会
活
動
に
と
っ

て
有
意
義
な
話
し
合
い
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
支
部
ス
タ
ッ
フ
に
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
２
】北
海
道
会
場

11
月
18
日（
日
）
　

北
海
道
立
三
岸
好
太
郎
美
術
館

【
公
開
講
座
】「『
桃
源
郷
』の
詩
と
絵
画—

陶
淵
明
か

ら
鐡
齋
、
芋
銭
ま
で
」

講
師
：
芳
賀
徹 （
名
誉
学
長
）

【
懇
親
会
】参
加
教
員
：
芳
賀
徹 （
名
誉
学
長
）・上
田 

篤 

（
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）・岸
川
謙
介（
建
築
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
）

・
通
信
の
在
学
生
を
含
む
た
く
さ
ん
の
方
が
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

三
岸
好
太
郎
美
術
館
で
同
館
学
芸
員
の
レ
ク
チ
ャ
ー

は
、
終
始
和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
。
ま
た
公
開

講
座
も
貴
重
な
資
料
を
見
な
が
ら
、芳
賀
先
生
の
興

味
深
い
比
較
芸
術
講
座
を
、皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

【
3
】名
古
屋
会
場

11
月
25
日（
日
）マ
ナ
ハ
ウ
ス

【
公
開
講
座
】「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
聖
堂
壁
画
修
復
と

壁
画
制
作
」　

講
師
：
高
橋 

久
雄（
フ
ラ
ン
ス
政
府
文
化
省
公
認
絵
画

修
復
家
・フ
レ
ス
コ
画
家
）

【
懇
親
会
】参
加
教
員
：
山
河
全 （
洋
画
コ
ー
ス
）・田
村

蘊 （
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）・中
山
和
也 （
情
報
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）

・
高
橋
先
生
の
現
地
で
の
学
生
と
の
交
流
や
、
修
復
・

創
作
活
動
な
ど
、
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
ス
ラ
イ
ド
を
食
い
入
る
よ
う
に
見

て
い
る
姿
が
印
象
的
な
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
部
支
部
で
は
２
０
０
８
年
に
支
部
活
動
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

新校舎「至誠館」より
京都市内を臨む



〈
役　

員
〉

【
会
長
】

	
 	

菱
田 

太
郎

		


（
大
学
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
）

【
副
会
長
】

		


早
野 

素
子

		


（
大
学
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
）

【
副
会
長
】

		


渡
部 

隆
志

		


（
短
大
ビ
ジュア
ル
デ
ザ
イ
ン１
９
８
７
年
度
卒
）

【
会
計
】

		


片
石 

高
幸

		


（
短
大
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン１
９
８
１
年
度
卒
）

【
書
記
】

		


中
田 

泉

		


（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
）

【
庶
務
】

		


北
村 

奈
世

		


（
大
学
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

【
庶
務
】

		


冨
家 

裕
久

		


（
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
）

【
庶
務
】

		


山
下 

雅
己

		


（
大
学
洋
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

【
顧
問
】

		


目
良 

義
夫

		


（
短
大
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン１
９
８
６
年
度
卒
）

〈
監　

査
〉

松
居 

朋
樹	

（
大
学
通
信
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
）

村
田 

光
三	

（
大
学
通
信
陶
芸
２
０
０
３
年
度
卒
）

〈
幹　

事
〉

【
分
野
／
美
学
芸
術
学（
短
大
：
美
学
美
術
史
／
大
学
：
芸

術
学･

Ａ
Ｓ
Ｐ
／
通
信
：
芸
術
学
／
大
学
院
：
芸
術
文
化

研
究
）】
　

山
本 

慶
太（
大
学
：
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
）

吉
村 

龍
二（
短
大
：
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
）

【
分
野
／
文
化
財
・
歴
史
遺
産（
短
大
：--

／
大
学
：
文
化
財

科
学
・
保
存
修
復
、
歴
史
文
化
／
通
信
：
歴
史
遺
産
／
大
学

院
：
芸
術
文
化
研
究
）】
　

北
川 

真
理
子（
文
化
財
科
学
６
期
生
：
２
０
０
０
年
卒
）

 	　

【
分
野
／
映
像（
短
大
：
映
像
、Ｃ
Ｇ
／
大
学
：
映
像
芸
術
／

通
信
：--

／
大
学
院
：
芸
術
表
現
映
像
）】
　
　

奥
村 

直
美（
大
学
：
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
）

池
田 

亜
耶
子（
短
大
：
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
）

【
分
野
／
舞
台（
短
大
：--

／
大
学
：
舞
台
芸
術
／
通
信
：

--

／
大
学
院
：
芸
術
表
現
舞
台
芸
術
）】

山
本 

容
子（
大
学
：
舞
台
芸
術
２
０
０
５
年
度
卒
）

【
分
野
／
日
本
画（
短
大
：
日
本
画
／
大
学
：
日
本
画
／
通

信
：
日
本
画
／
大
学
院
：
芸
術
表
現
日
本
画
）】

米
田 

実（
大
学
：
日
本
画
１
９
９
５
年
度
卒
）

内
藤 

邦
博（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
）

【
分
野
／
洋
画（
短
大
：
洋
画
／
大
学
：
洋
画
／
通
信
：
洋

画
／
大
学
院
：
芸
術
表
現
洋
画
）】

岡
林 
真
由
子（
大
学
：
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
）

山
本 

芳
正（
短
大
：
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
）

【
分
野
／
彫
刻（
短
大
：
立
体
／
大
学
：
彫
刻
／
通
信
：--

／
大
学
院
：
芸
術
表
現
彫
刻
）】
　

塚
本 

敬
次（
大
学
：
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
）

小
林 

博（
短
大
：
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
）

【
分
野
／
陶
芸（
短
大
：
陶
芸
／
大
学
：
陶
芸
／
通
信
：
陶
芸

／
大
学
院
：
芸
術
表
現
陶
芸
）】
　

西
木 

宏
和（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
）

中
野 

悟
朗（
短
大
：
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
）

【
分
野
／
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル（
短
大
：
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
／

大
学
：
染
織
／
通
信
：
染
織
／
大
学
院
：
芸
術
表
現
染
織
）】

北
村 

奈
世（
大
学
：
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
）

志
村 

徹
也（
短
大
：
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
）

【
分
野
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン・
空
間
演
出（
短
大
：
服
飾
・フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
／
大
学
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
／
通
信
：
空
間

演
出
／
大
学
院
：
芸
術
表
現
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
）】
　
　

遠
藤 

伸
也（
大
学
：
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

バ
ロ
ン 

利
名（
短
大
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
）

野
口 

学（
大
学
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒 

）

	

　

 	

　

【
分
野
／
情
報
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ

ザ
イ
ン
／
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
、
写
真
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
先
端
ア
ー
ト
／
通
信
：
情
報

デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
大
学
院
：
芸
術
表
現
情

報
デ
ザ
イ
ン
）】

中
田 

泉（
大
学
：
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
）

渡
部 

隆
志（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
１
９
８
７
年
度
卒
）

【
分
野
／
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
環
境（
短
大
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、

イ
ン
テ
リ
ア
／
大
学
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
建
築
、
地
域
デ
ザ

イ
ン
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
／
通
信
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
建
築
／

大
学
院
：
芸
術
表
現
環
境
デ
ザ
イ
ン
）】

杉
本 

尚
也（
大
学
：
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
）

片
石 

高
幸（
短
大
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
）

木
村 

行
伸（
短
大
：
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
）

〈
支　

部
〉

【
北
海
道
】

	

支
部
長	

中
田 

登
（
大
学
通
信
：
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
）

副
支
部
長	

宮
崎 

香
奈
（
大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
）

【
東　

京
】

	

支
部
長	

巾 

岳
志
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
４
年
度
卒
）

副
支
部
長	

大
江 

佐
織
（
短
大
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
９
２
年
度
卒
）

副
支
部
長	

山
口 

由
希
（
短
大
：
洋
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

	

曾
田 

祥
治
（
大
学
：
洋
画
卒
）

	

藤
田 

里
奈
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
９
年
度
卒
）

	

長
行
事 

緑
（
短
大
：
日
本
画
１
９
９
４
年
度
卒
）

【
静　

岡
】

	

支
部
長	

海
野 

正
彦
（
大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
２
年
度
卒

副
支
部
長	

森 

敏
晴
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
）

【
長　

野
】

	

支
部
長	

塚
原 

延
夫
（
大
学
通
信
：
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
）

【
中　

部
】

	

支
部
長	

宮
崎 

敦
子（
大
学
通
信
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン２
０
０
３
度
卒
）

副
支
部
長	

梅
村 

知
礼
（
大
学
：
洋
画
１
９
９
７
年
度
卒
）

顧
問	

望
月 

多
寿
（
大
学
通
信
：
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
）

【
香　

川
】	

支
部
長	

清
水 

晃
（
短
大
：
ビ
ジ
ュ
ア
ル
１
９
７
９
年
度
卒
）

【
広　

島
】	

支
部
長	

中
元
寺 

俊
幸
（
大
学
通
信
：
洋
画
２
０
０
１
年
度
卒
）

副
支
部
長	

井
東 

制
子
（
大
学
通
信
：
洋
画
２
０
０
１
年
度
卒
）

【
九　

州
】	

支
部
長	

世
良 

彰
彦
（
短
大
：
陶
芸
１
９
８
０
年
度
卒
）

副
支
部
長	

世
良 

ヨ
シ
ミ
（
短
大
：
陶
芸
１
９
８
１
年
度
卒
）

副
支
部
長	

石
丸 

美
沙（
大
学
通
信
：
建
築
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
）

瓜
生
山
同
窓
会

役
員
一
覧

我が母校の2008 年度 !!
新
校
舎
が
竣
工

　

建
替
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
望
天
館
2
号（
南
棟
）

が
竣
工
。
校
舎
名
は「
至
誠
館
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
建
替
と
あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
新
校
舎
も
竣

工
し
、「
千
秋
堂
」と
名
づ
け
ら
れ
、１
階
部
分
に
は
お
茶

室「
颯
々
庵
」が
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
院
長
に
浅
田
彰
氏
が
就
任

　

任
期
満
了
を
迎
え
ら
れ
た
高
階
秀
爾
氏
に
代
わ
り
、

浅
田
彰
氏
が
大
学
院
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
夕
涼
祭
】7
月
5
日

　

梅
雨
時
期
の
蒸
し
暑
さ
に
負
け
な
い
学
生
た
ち
の

熱
気
で
、
今
年
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
瓜
生
山
祭
】11
月
1
日
〜
3
日

　

毎
年
、
学
生
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
瓜
生
山
祭
。
前
年
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
企

画
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
教
職
員
の
店

も
例
年
学
生
た
ち
に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

【
卒
業
制
作
展
＆
修
了
制
作
展
】

《
卒
業
制
作
展
》

【
通
学
部
】

２
０
０
９
年
2
月
25
日（
水
）〜
3
月
1
日（
日
）京
都
市
美
術
館

【
通
信
教
育
部
】

２
０
０
９
年
3
月
15
日（
日
）〜
3
月
21
日（
土
）（
予
定
）学
内

《
修
了
制
作
展
》

【
通
学
部
】

２
０
０
９
年
2
月
26
日（
木
）〜
3
月
8
日（
日
）大
学 

ギ
ャ

ル
リ
・
オ
ー
ブ

【
通
信
教
育
部
】

２
０
０
９
年
2
月
10
日（
火
）〜
2
月
22
日（
日
）（
予
定
）学
内

　

今
年
も
卒
業
生
・
修
了
生
の
学
習
の
成
果
が
披
露
さ

れ
ま
す
。
毎
年
力
作
ぞ
ろ
い
の
制
作
展
、
是
非
、
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

　

海
外
で
ア
ー
ト
に
関
わ
る

分
野
で
活
躍
し
た
い
あ
な
た

に
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
す
る
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
創
設

さ
れ
た「
ラ
・
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ

賞
」。
そ
の
第
２
回
目
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

特
別
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
、
千
住
学
長
の
Ｎ
Ｙ
ア

ト
リ
エ
も
訪
問
し
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
ご
応
募

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
、下
記
の
通
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：

　

２
０
０
８
年
10
月
14
日（
火
）午
後
6
時
〜
7
時

場
所
：

　

人
間
館
Ｎ
Ａ
２
０
１

応
募
期
間
：

　

２
０
０
８
年
7
月
15
日（
火
）〜
10
月
31
日（
金
）

受
賞
者
発
表
：

　

２
０
０
８
年
11
月
28
日（
金
）

レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　

２
０
０
９
年
3
月
5
日（
木
）〜
17
日（
火
）

問
合
せ
先
：

　

国
際
芸
術
研
究
機
構　

国
際
交
流
担
当　

杉
浦

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５
‐
７
９
１
‐
９
１
９
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５
‐
７
９
１
‐
８
２
４
６

　

cie@
office.kyoto-art.ac.jp

●
開
催
告
知

第
２
回
ラ
・
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
賞


